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EXポリリン酸®ナトリウム 

生体内高分子であるポリリン酸はその分子量（鎖長）によって生体内での機能が異なることが

わかっています。ポリリン酸は生体内の各種タンパク質に結合しその機能をコントロールしており、血

液凝固1）をはじめ、補体の活性化2）、血管内皮の炎症抑制3）、感染制御4）、低分子シャペ

ロン5）、サイトカインの機能修飾6）やCOVID-19のスパイクタンパクとACE2レセプターの結合阻

害等7）、種々の機能が示されています。しかしながら、これらの機能はポリリン酸の鎖長に依存し

ており、分子量範囲の限定されたポリリン酸を用いて研究する必要があります。 

 

リジェンティス株式会社では、ポリリン酸の分子量コントロールに成功し、今までにない狭い分子量

範囲に限定したEXポリリン酸®ナトリウムを発売致しました。 

本品は生体内に含まれている鎖長のうち、長鎖、中鎖、短鎖ポリリン酸ナトリウムの3種類を用意

しています。ポリリン酸の鎖長による機能の違いを高い精度で検証することが可能です。 

是非、各種ご研究に活用ください。 

【特長】 
①分子量範囲をこれまでに無く、狭く限定 
②長鎖、中鎖、短鎖の3種類を用意 
③直ぐに使用可能な水溶液タイプ 

【ポリリン酸分子量分布】 
①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥ 

電気泳動による移動距離 

電気泳動条件 
・15％ポリアクリルアミドゲル（TAE buffer, 150V, 50min） 
・サンプルロード量：L、M、S各0.1M（リン酸換算）を2μLアプライ、 
 他社品の75＋、65、45は各0.1Mを5μLアプライ 
・染色剤：Toluidine blue 

①長鎖（L）（平均鎖長130) 
②中鎖（M）（平均鎖長60） 
③短鎖（S）（平均鎖長14） 
④他社（平均鎖長75以上） 
⑤他社（平均鎖長65） 
⑥他社（平均鎖長45） 
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※長期保存は冷凍をお勧めします。 

 長鎖（L）：平均リン酸重合度（鎖長）130 
 中鎖（M）：平均リン酸重合度（鎖長）60 
 短鎖（S）：平均リン酸重合度（鎖長）14 

コードNo. メーカーコード 品名 容量 希望納入価格 

631-51681 EXP-S 0.5M 短鎖EXポリリン酸®ナトリウム 0.5ml（約25mg) 0.5ml 8,400 円 

634-51671 EXP-M 0.5M 中鎖EXポリリン酸®ナトリウム 0.5ml（約25mg)  0.5ml 9,400 円 

637-51661 EXP-L 0.5M 長鎖EXポリリン酸®ナトリウム 0.5ml（約25mg)  0.5ml 9,000 円 

638-51691 EXP-SML Set 0.5M 長、中、短鎖EXポリリン酸®ナトリウム 3本セット 0.5ml×3 20,000 円 

【各鎖長におけるポリリン酸の効果】 

21300導 

長鎖 中鎖 短鎖 

シャペロン活性 

抗菌作用 

細胞増殖促進 

コラーゲン増産 

創傷治癒促進 

歯周組織再生促進 

育毛効果 

骨再生促進 

ステイン除去および沈着防止 

血液凝固 

【製品ラインアップ】 


